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　　　　南病棟チームカンファレンス記録

平成　２２年　６月　２３日　（水）
司会者　佐々木　美香　　記録　　平間　茉莉

	小向
	小林
	竹内
	清川
	橘
	藤田
	三浦
	佐々木
	平間

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	○
	準夜
	公休
	○
	○
	公休
	CD留守
	○
	○

	上野(厚)
	川守田
	天間
	橋本
	本川
	沼山
	田ノ上
	畑内
	山地

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	病欠
	深夜
	公休
	公休
	○
	公休
	○
	公休
	○

	高橋
	上野(雅)
	相馬
	加藤
	池田
	富澤
	石岡
	小笠原(麻)
	佐々木（孝）

	深夜
	準夜
	公休
	準夜
	　

CD留守
	  A留守
	○
	公休
	CD留守

	貝塚
	荻原
	小笠原(実)
	大嶋
	盛田
	鈴木
	
	
	

	○
	深夜
	公休
	公休
	業務
	○
	
	
	


出席者は記載者が○をつける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名

する事。
＜連絡事項＞

・研究の骨子、抄録各グループ提出して下さい。期限は6/28までとなっています。

・拘束指示が出た際は、山田PSWに連絡して下さい。

・今年度の海外研修の案内が来ています。

　該当するスタッフは、参加・不参加を記入し佐藤ＡＯＭへ提出して下さい。

＜患者様連絡事項＞

・高森　清八様～　本日市民病院外科へ他科受診しています。

　　　　　　　　　麻痺性イレウスとの診断ですが、疼痛や嘔吐ない事から、手術適応外の為、点滴・内服にて様子観察との事。

　　　　　　　　　本日11時より、前回と同内容にて点滴、拘束開始。

　　　　　　　　　服薬は少量の水、又は寒天で服薬して下さい。

　　　　　　　　　腹部状態の観察、身体・精神状態の観察行っていきましょう。

・中村　清枝様～　布団の下から、お菓子が出てきています。面会時に隠した物と思われます。面会時は、確認していきましょう。

＜受持ち患者様ＮＣＰ評価・検討＞

・高森　清八様～　麻痺性イレウスとの診断あり。

　　　　　　　　　腹部の観察や、イレウスの状態を看護計画に入れ、担当Ｎsは看護計画を変更していきましょう。

　　　　　　　　　保護者は星野歩様となっていますので、必ず、何かあった際は連絡していきましょう。

・板垣　富蔵様～　肺炎改善傾向の為、抗生剤飲み切り止めとなっています。

　　　　　　　　　食事は自力で全量摂取していますが、危険性高い為、今後はスタッフ介助で摂取して頂きましょう。

　　　　　　　　　また、ゼリーや寒天等、喉ごしが良い物で本人が摂取出来そうな物を摂取して頂きましょう。

・河村　勝男様～　個室使用料金について妻様よりクレームがあり、説明しています。

また、奥様の身体の状態が悪く、当たってしまったとの事です。

大部屋希望はないので、今後妻様から連絡が来た際は、再度話していきましょう。

・坂本　和子様～　他者への迷惑行為はなく、精神状態落ち着いてきています。

　　　　　　　　　今後も様子観察し、必要時は介入していきましょう。

・和田　敦子様～　現在、依然は出来ていた行為が出来ず、認知症が悪化している状態です。本人が出来ない事は、スタッフ側で手を貸していきましょう。

　　　　　　　　　精神状態も落ち着かない為、処方検討していく予定です。

　　　　　　　　　また、ＣＴをとり、再度確認後、診断名の変更をする事としています。

・橋本　万様～　　精神症状落ち着かず、テーブルを倒す行為見られています。

　　　　　　　　　精神症状の観察、必要時介入行っていきましょう。

・永洞　恭子様～　発熱後より、食事摂取のムラが見られています。

　　　　　　　　　栄養状態が低下しない様に様子観察していきましょう。

＜監査指摘事項＞

・２階ＣＤユニットには公衆電話は置けないのか。

・他病棟の患者様で紐の拘束帯を使用しているのを見て、専用の物を使用出来ないのか？

・トイレの男女の表示がない。

・東病棟の隔離室の状態が、他の患者様に見え、影響があるのではないか？

＜生活機能回復訓練報告・検討＞

・板垣　富蔵様～肺炎症状落ち着き、Ｄユニットへ移動となりました。心身両面の機能低下が見られ、プログラム参加も傾眠がちで、その場に居るだけとなっています。プログラム参加グループをＣ→Ｅにして、暫く様子を見ていこうと思っています。個別プログラムは、回想法と感覚刺激に設定しています。担当スタッフには再評価を依頼予定です。

・和田　敦子様～日課への介入が多くなり、落ち着かない状況が続いています。プログラム参加も、落ち着かず、他患者様への話掛けや確認が頻回で、苦情が絶えません。プログラム進行の妨げとなるので、参加グループＣ→Ｄ（またはＥ）へ変更し、暫く様子を見ていこうと思っています。担当スタッフには再評価を依頼予定です。

・慶長　節子様～他患者様に対する暴言が多く見られるようになってきました。体操を行っていなかったり、近くの空いている席に座っただけで、その患者様へ大声で叫び、プログラム進行の妨げとなることもあるので、落ち着いた環境（本を読む、テレビを見る等）で過ごせるよう介入していきましょう。

【プログラム記録入力について】

以下の患者様のプログラム実施記録がまだ入力されていないので、確認お願いします。

シートの数が多くなっている時は、両端を確認するようにしましょう。

・板垣様…6/3

・島脇様…6/10、6/17

・上舘様…6/10

・長根様…6/10

・西澤久様…6/3

・前川原様…6/3

・村井様…6/2、6/3

・小山様…6/14

・Ｅグループの6/14は、記録者名が抜けています







